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JICA Experts’'orference of Kanagawa

JICA帰国専門家連絡会かながわ

2017年度」ECK総会開催(2017,04.22) 劔�#��yD陷Hｴx5h987ﾈ5x8X4X8�､ｨﾜ2�

(2017.08,26) 
4月22日に」ICA横浜国際センター帽第1・2会議室で平成29年度(2017)」ECK総会力瀾催された。 」iCA横浜国際センター木下次長からご祝辞をいただいた後議事に入り、平成28年度(2016)事業報告、同収支決 

襲馨、曾1 4階かもめで開催抑たo横浜㌢震、⊥ 国立大学大学院教授山崎圭- 

算報告、監査報告書、平成29年度(2017)役員改選、同事業計画、同収支予算が承認された。 

総会後、中之薗健治 」ECKA理事長による 」ECKAの活動状況報 三言三二三二三園 剴ｨ��)ｨ������?�蕀(R�

の提言」のテーマでの 劍ﾋ����X更ﾗh沓�佩ﾉ�絢8ｨﾘ�b�nx��,ﾈｮ�+(ﾗX�?�?�?���+X,)z�+H����ｪhｿ8蓼,"�
意見交換会を行った。　木下次長祝辞　　福田新理事長　内倉新副理事長　　　　　　　会場 

2017年度公益財団法人神奈川産業振興センター(KiP会) 会員総会出席(2017,06.05) 
∴‾一∴ 藷諜ま裏や轟醐南下「 　　　　一--●ま」い置 

JECKが団体加盟している公益財団神奈Il憤業振興センター(KIP会)会員総会に、福田理事長と大平事務 劔亳��h���968ﾆ"ﾘ��鈐�68ﾄﾘ��ｶy69H韋ｨ�����一題霊室頚葦 

局長が出席した。平成28年度事業報告、同収支決算書、平成29年度事業計画、同収支予算、監事選任等の議 劔�ｨ耳耳�ｨ�ｨ�ｨ�ｨ��ｨ������林敏雄の4氏をパ　さ 

案が承認された。続いて、黒岩知事が「東京オリパラ江の島におけるセーリング実施」と題して、江の島が東京 劔�6ﾈ8ｨ5�6x,h+X+ﾘ6�6ﾈ��檍�ｩYxﾆ��8ｸ�X6h4(5�4ｨ6(5h8旭ﾈ������ﾘｬR�98���8醜����,ﾈ7B�

オリンピックのセーリング会場に選択された経緯、ヨット係留地の整備、漁業捕償問題等これから県が行う事 

業、問題となっていた連 理等について講演した。 刮c費の負国」¥∴:「菜/∴∴∴∴電∵　辻、 � 

†一一置-∴一　丁　　　　　　　　　† 劔T｢���ｨﾋ齏"�引き続いて行われた 刹ﾁ韮割呈　-閏配 
は、名刺交換を通じて、 」ECKのアクテビティ 劔仆8孜9�,�,(*(,I:(��ｨ尨ｻ��耳萪��i<Xﾊ�,ﾉ�隲y/��

た。　　　　　　　　　　　　　　　会員総会　　　　　講演する黒岩知事　　　　　懇親会 

」ECK会報28号配布(2017.03,31) 
ロ岡、,さ、二果、血 議掴語調 

2017.03.31に発行した」ECK会報28号を、JICA本・支部、各県」lCA帰国専門家連絡会、県庁関係部 

門、関係団体・個人、」ECK会員等に配布した。 

関東学院大学受託授業「国際協力の現場」開講(2017.09.25) 3年目を迎えた関東学院大学受託授業「国際協力の現場」は、9月2与日の」iCA横浜国際センター市民参 劔�&ﾙ4��(/�ｧ�+X/����(6ﾘ���,X*(+ﾘ�"��8����,����������ﾚy�X橙�

」巨CK推薦神奈川県技術研修員 加協力課長倉科和子氏の「開発途上国の現状と政府開発援助(ODA)」の講演で開講した。 
スケジュール 劔�7X8�985ｨ8ｸ6x�X6�988ｨ6(6���x�?｢�
年月日　　講　師 剌梶@属 �� T-マ �(2017,08.23) 
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2017.10.09 俘(�8����ﾔr�」ECK　　　　　′開発途上国における地球環境(森林・土壌)に関する国際協力 
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おける国際協力(東南アジアのバイオマスで発電する) 
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中央アジアの民間企業の市場経済移行支援業務に従事して 関東学院大学鎌田准教授　　右端バンリッチ氏 



理事長を拝命して

理事長を拝命致しました福田信一郎です。

楯岡前理事長の活動を継承しつつ、過去2年間

副理事長としての経験を生かし、新しい時代への

道を下記のように開拓していきたいと思っていま

す。

私は1与年前」ECK設立後まもなく入会致しまし

た。設立当時1 00名以上居た会員は現在与0名弱

佳人　　も中と減少傾向にあります。この現象に目を向け会員

の維持と同時に新会員を得るために、会員相互の親睦を図る活動に加え、会

員が遣り甲斐を感じる活動に参加できる機会を提供したいと思います。

この為、まず2009年に開始し、現在継続中の大学への出前講座を少しでも

多く受注したい。これらの講座は会員が海外活動で得た知識や経験を若き学

生に伝える他国際協力の理解促進に有効な手段として大学や」 ICA等関係者

」各CK理事長福田信一郎1

に高く評価されており、会員(講師)に遣り甲斐を感じさせ」ECKにとって主要

な活動の1つになっています。私はこの出前講座を県内のさら(こ多くの大学へ

発展させ多くの会員が参画出来る機会を作っていきたいと思っております。

次に」ICAや県、横浜市が実施する諸事業への協力・連携・支援の為、積極的

に取り組んで行きたく企画グループの捕強を考えています。

特に」 ICAが進める中小企業支援活動に少しでも関われる機会を作ってい

きたいと思います。

最後に会員の意見を更に取り上げ運営に反映したい。 4月22日に開催され

た総会に引き続き行われた意見交換会「」巨CK活性化への提言」で提言された

ご意見を出来る限り採用し活気のある組織になればと願っております。今後と

も皆様の活発なご意見を期待しております。

会員の皆様のご支援と活動へのご理解及び舌動や集いへの参加を切にお

願いして就任の挨拶と致します。

副理事長として」ECKの日的達成を　　　　　」ECK副醇長内倉和雄2

先の事務局長時には、不慣れなこともあり、

何かと行き届かないことのためにスムースな運

営が出来なかったのではないがと思っていま

す。

そんな想いの中、副理事長をお引き受けして

しまったことについて、いい加減な自分にあき

れ果てています(懲りずに反省もなく度々ある

んですよ) 。

」ECKの監事役を拝命して

副理事長をお引き受けしたからには、そんな思いは片隅において、理事

長を補佐し、本会の目的を達成するために、少しでもお役に立てることが出

来ればと思っています。

国際貢献を含め貴重なご経験をお持ちの会員の皆様のお力を頂きなが

ら、本会」ECKが目指す方向性について、少しでも目に見えるように事柄を

積み重ねて行ければと思います。皆様におかれましては、行事などにもご

参加頂き、ぜひご-緒に活動していきたいと願っています。

末筆ながら、皆様のご健康と健やかな生活をお祈りいたします。

監事桂岡龍太郎3

先の」ECK第1 6回総会で監事役を拝命し、こ

の上ない光栄と感じております。

これまで、事務局長や理事長として」ECK業

務の執行状況を監査される立場にあり続けて

きましたが、今年度からは総会で決定された事

業方針や予算計画についてその執行状況を管

理する立場になりました。生来、自分の性格は

管理業務には不向きであるものの、」ECKの1

人でも多くの会員の皆様のご期待に応えることが出来るように、 」ECKの

理事会などの諸行事に出席しながら、自己の経験を基に」ECKの事業運営

に何らかの助言をして、 」ECKの運営の効率化を通じその発展に貢献する

ことが出来ればと考えております。

会員の皆様のご期待に応えるために、皆様から変わらぬご支援を頂ける

ことを期待しておりますので、皆様のご協力のほどを宜しくお願い致しま

す。

理事長、副理事長をサポートします 事務局長大平一昭4

今回、事務局長を拝命した大平です。歴代の

事務局長、谷保さん、植岡さん、大久保さん、肥

後さん、内倉さんと比べますと、知識、経験、マ

ネージメントの能力も劣り、健康上の心配もあ

りますが、今までご厄介になった」ECKへのお礼

奉公のつもりでお受けいたしました。

世の中には「まとめる側」に立つ人と、 「要求す

る側」にたつ人のこ通りがある。後者は周りにお

20 1 7年度役買・理事名簿(50音順)

理事長福田信一郎(出前講座)副理事長内倉和雄(関東学院大学講座)

構いなく自分の利害を述べ立てる。こういう人ばがノでは組織はうまく動か

ない。例えば、地域社会では時には自分の主張を抑え、時には泥水を被る役

割が必要である。というのが、元自民党幹事長加藤紘一氏の持論だそうで

す。(朝日新聞天声人語より抄録　201与.01.17)

」ECK(こ置き換えると、理事長、副理事長は、強力なリーダーシップでビ

ジョンを示し、事務局はサポートする役目だと思います。泥水は被りたくあ

りませんが、微力ながら」ECK運営の円滑化に努めます。

事務局長大平一昭(広報)理事小泉由紀子(海外技術研修員、行事)

理事小林-(対外活動、企画)理事高遠宏(地域見学会)理事フレディ・アルミホス(海外技術研修員)理事吉田博至(会計)

監事桂岡龍太郎(監査)

評議員　上田恵一　加藤博通　菊池正夫　志摩舎人　田篭勝美　谷保茂樹　中之薗賢治　中泉拓也　松田勲　物部宏之　安延義弘　山崎清人　山田敏夫

1ふく7Fしんいちろう　専門分野経営工学、PM 」ICA任地ウズベキスタン、中国」lCA以外の任地中央アジア、ロシア、アラブ首長国連合、マレーシア、UK,サウジアラビア、インド　2うちくら・かすお専門分野医薬品検査、環境評価」【CA任地中国

3うえおがりゆうたるう　専門分野水産資源開発、水産物加工流通、水産事業経営」1CA任地スリナム、アルジェリア、チュニジア、ドミニカ、マダガスカル」ICA以外の任地マダガスカル、リビヤ、チュニジア、シンガポール、ケニア、タンザニア、

モロッコ、南アフリカ、スペイン、イタリア、タイニュージーランr.オーストラリア　4おおびら・かすあき　専門分野包装技術、技術管理」lCA任地サウジアラビア」lCA以外の任地シンガポール、南アフリカ、ヨルダン、エジプト

2



基調講演　教育現場で国際貢献を教える意義

」ECK会員　関東学院大学経済学部教授中泉拓也
以下でば1 5年ほど大学で教鞭をとりなから、 」 iCA

の専門家として派遣経験を得た機会に、大学で国際貢

献を教える意義について述べたいと思います。

1.私自身の大学での教育の基本方針

そもそも大学は自立・自律を学ぶところであるとい

うのか講演者仲泉)の基本的な考えです○そのためのm_ぷ蔭連岬

コンテンツはむしろ多様で、意外性のあるものがいい

と考えています。また、オリジナリティと斬新性も大学の重要な存在意義だと思います。

そういう場合、むしろ-椴には考えにくいようなテーマを選択する方が社会的には望ま

しい点も多いのでは無いでしょうか。その点以下のような研究を個人的には高く評価し

ています。

鈴木亘『経済学者日本の最貧困地域に挑む」

スナック研究会謹製旧本の夜の公共圏スナック研究序説』

そのため、国際貢献は多岐にわたり、なかなか既存の学問体系では捉えにくいと思い

ますが上記のような観点からは非常に重要な役割を持つと思います。以下では、特に

国際貢献を教える意義について解説したいと思います。

2」擬在の大学生の問題

現代の学生は、非常に礼儀正しいものの、こじんまりしている感は否めません。また、

学力低下、特に知的なことに対する関心が偏差値の低下とともに劇的に下がるのも事

実です。さらに(よ近道を追いすぎて、例えば何か魔法の理解ツールがあるかのよう

に、地道な暗記を避ける傾向があります。根本的に暗記と理解(朝日物です。理解は知識

に基づいてしかできません。数学の定義や方法を全く覚えずに解くことができないこと

からも明らかでしょう。

更に、最近の傾向として、 (大学間よりも)大学内格差の拡大が問題になっているとい

う印象を受けます。こういったところで、多くの学生の共感を得て、経済の仕組み学ぶこ

との足がが)として、途上国での国際貢献を紹介することの意義は大きいと思います。

3.学生の聴美観

現実に密着しているという意味で、多くの学生の共感を得て、経済の仕組みを学ぶこ

との足ががノとして、途上国での国際貢献を紹介することの意義が大きいことは前述の

通りですがそれ以上にそもそも学生の職業観を良い方向に持っていくという意味でも

国際貢献の紹介は大きな意義を持ちます。

これは藤野英人レオス社長が様々な公演で紹介していることですか日本の学生の

職業観カサ巨常に悲観的で、労働を自己実現の場とみなしていないのです。アメリカの

80%の州では経済が義務教育なのに対して、日本ではそうでは無いということも大きな

要因です。そのため、米国の職業観は日本ほど悲観的ではないそうです。日本人は経済

に対する知識がほとんど無いまま社会に出る学生も少なくありません。働いてお金を得

るよろこびや、働くことの素晴らしさを実感するという体験も希薄です。途上国での支援

を教えることは、そのような働くことの素晴らしさを紹介することにもつながります。こ

れについて、 」 ICA駒ヶ根青年海外協力隊訓練所専門嘱託の佐藤利春さんの20 1 4年度

の関東学院大学での講演を例にとって紹介したいと思います。

4.国際貢献を教えることによる職業観の改善

特に、佐藤さんの講演のうち、スリランカでのシニ

ア海外ボランティア2008年一20 1 2年でのキングコ

コナッツゼリーの製造指導の例がわがノやすいと思

います。

ここでは、佐藤さんが衛生管理などを中心こキン

グココナッツゼリーの製造、販売から営業開拓までの

指導を行っています。

そして、 1日日の営業を終えた時、そこでの1日の売り上げを見たこの嬉しそうな顔。

この顔で全てを物語っていると思います。鋤いて収入を得るということが生活の根本だ

ということがこれだけでわかるのではないでしょうか。

与.経済学部の授業

ところで、経済学部の授業はより専門的になります。そこで、現実の政策に近いことを教

えるのはどうしても敷居が高く、すべての大学で教えるというのは難しいのか現状です。

例えば学部レベルでは以下のような問題の内容を教えています。

最低賃金の規制に関して正しいものを答えなさい。

①均衡賃金よりも最低賃金が低い場合、均衡賃金が芙現されない。

②労働者は需要者であり、生産要素としての労働を購入する。

③ (非自発的)失業が発生するため,社会的に望ましいとはいえない。

④企業が生産物を供給する市場を生産要素市場という。

この答えは③で、解説は以下のようになります。

①均衡賃金よりも最低賃金が低い場合、均衡賃金が芙現されない。 (最低賃金が高い場

合にのみ有効だが超過需要が発生する) 。

②労働者は需要者であり、生産要素としての労働を購入する(労働者が供給者) 。

③(非自発的)失業が発生するため.社会的に望ましいとはいえない。

④企業が生産物を供給する市場を生産要素市場という。 (生産物市場)

そもそも需給調整の役割を核となって担う価格を固定するのは大問題であるという

原則を教えるわけです。そして、そこでいっぱいいっぱいというのか現状です。しかし、現

実的には以下のような話が重要です。

現実にIよ最低賃金は様々な国で導入されている。実証分析の結論は様々:失業への

影響は各国で異なる。実は最低賃金は貧困対策としては有効な手段では無いのです。つ

まり学生バイトや主婦のパートへの影響は大きいが相対的貧困家庭の所得には影響

を与えない。つまり、相対的貧困家庭は年収250万円程度。しかしその場合でも-股に

は最低賃金より高い収入を得ていますから、そういった先進国での貧困対策には最低賃

金ではなりません。

ここまで理論的に説明できれば、大学教育として理想ですがなかなか難しいのが現

実です。それに対して、国際貢献の現場はより理論と現実に近く、即戦力としての知識を

得られるという面でも有効かと思います。

6終わりに

国際貢献を大学で教える意義としては以下のような点が挙げられると思います。

1 )少し冒険するきっかけを与える。 2)お金や経済の重要性とわがノやすく解説でき

る。 3)経済の仕組みのわがノやすいモデルを提供。 4)グローカル(グローバルとローカ

ルの融合) 。 5)グローバル人材育成への対応

これらの特徴を生かし、今後も国際貢献を紹介する講義が普及していくことを期待す

るものです。

パネルディスカッション

身近な事象からグローバル問題を考える　　上田恵-
グローバル人材育成は特別なものではない。身近な事象でも良く関I亡庭持って考え

ればグローバルな問題を抱えている。例えば日常的な日頃は無視している“水道料

金票" 1つを取り上げても、途上国との問で“安心・安全な水の入手度合い“によって、如

何に健康や乳児の死亡率を下げているか、環境改善に貢献しているか、 “水道料金の徴

収システムの徹底普及"が国家の税金・財政システム確立のモデルであることを、事例

として示した。

ODAの必要性　　　　　　　　　　　　　松田勲

日本のODA事業は半減している。 OD相こより発展途上国の産業が発展して、製品

が日本製品と競合する、技術等のノウハウ流出の恐れ、援助しても正当に評価されてい

ない等の理由からODAへの疑問もある。

しかし、技術移転は基本的なレベルであり、日本の技術は常に進歩しているので問題

はないこと、 OD相こよる開発途上国民の生活水準の向上、市場経済導入、人権及び自

由の保障が国家間や民族間の紛争解測こ役立ち、日本への信頼性も増すので、企業進

出や市場拡大など日本の経済活動をグローバルに展開できることを若い学生の皆さ

んに理解していただき、 ODA活動への積極的支援と参加を呼びかけたい。

国際力のある人材育成　　　　　　　　　吉田博至
国際人になるための動機と海外で仕事をする度胸を如何にして培ったかを

半世紀前の自分を振り返ると…。

学生時代から「アメリガこ行きたい」 「コンピューターの仕事をしたい」という

夢が外資系コンピューター会社に就職、 30歳で得た3か月のアメリカ滞在で

実現した。この経験が基盤となり、自分の人生に如何に大きな影響を及ぼした

かを思うと感慨深い。世界は広い、自分の足でどの国に行っても仕事ができる

という自信と度胸がこの頃に培われたと思う。 」ECK会員はそれぞれ似たよう

な経験をされていると思う。

今の大学生と我々」 ECK会員とは大まかに半世紀の年齢差がある、つまり

孫の世代である。その若者達に少しでも国際人になるための動機付けをする

ことが」ECK会員の大きな役割でもあると思う。

教育と研究への国際協力　　　　　　　　　若林敏雄
201 1年に、 MalヨySla 」apan lnte「nationeしInstitute of Technoしogy(NU岬

に教授として赴任した。その時及びそれまでの経験をもとに教育と研究の国際協

力について述べるoM」冊よマハティール元首相のL∞k East Po叱yの集大成

である。

マレーシアの学生は、のんび」、教師を尊敬、依存的であったが、最近は自己主

張が強く合理的になった

ように思える。 M」 I丁丁は、

日本式工業教育により、

人材の育成、産業経済の

拡大に資している。

今後のあり方として

は、 ①地域、組織に根ざ

した協力②継続的な協

力③持続可能な協力

④対等な立場での協力

が必要である。　　　　若林氏　　　　上田氏　　　網氏　吉田氏
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闇//鞘 �� �� 離圃顕 
」ECKは、来年1月に創立1与周年を迎える。この機会に歴代の理事長、理事

長を支えた事務局長にエピソード、想い出等」ECKに対する思いを書いてい
ただいた。

」iCA帰国専門家連絡会かながわ創設のころ

初代代表幹事　中之薗賢治1
」 ICA帰国専門家連絡会かながわが会報誌創刊号を発行し

たのは、平成1与年4月1日です。平成1 4年6月頃に」iCAの今津

理事から」ICA横浜国際センター開所式と共に」lCA帰国専門

家連絡会を設立したいが代表幹事をお願いできないかとの要

請があった。その当時は関東地区内には」ICA帰国専門家連絡

会は設立されていないとのことであった。その後、 」iCA横浜国

際センター初代所長である小森剛さんからの要請を受けて、福西賢治職員から詳

細な説明を受けました。

」 ICAのために何とかしなければとの強いl亡高田)かされ代表幹事を引き受けるこ

とになりました。連絡会設立するにあたり、幹事2名、監査役1名、事務局1名の選出

が必要になりました。福西職員から専門家一覧表の名簿をお借りして神奈川県在

住の元専門家で派遣されていた各個人宅に電話して幹事をお願いしましたが引

き受けていただける方は中々難しい環境でした。そ

の中でも幹事を引き受けていただきました佐藤満

寿哉さん、鈴木千明さんには、感謝の-言です。監

査役は、自ら応募していただきました物部宏之さん、

事務局は福西職員が中南米時代の業務でお世話に

なった谷保茂樹さんを説得していただき体制が出

来上がった次第であります。　　　　　　　神奈川県技術研修員歓迎会

「」 1CA帰国専門家連絡会かながわ」の設立総会開催に向けて何回も協議を重ね

ると共に会員メンバーへの設立同意のお願いのハガキを1与0名位だしました。最

終的には1 08名の同意を得て平成1う年1月24日の設立総会を」iCA横浜国際セン

ターで開催し、我々の「」lCA帰国専門家連絡会かながわ」を設立しました。設立総

会に向けてのJ ICA本部、横浜国際センターの職員のご協力に感謝を申し上げます。

平成1 5年4月の第1回総会に向けた活動計画の立案作成に多くの時間をかけて

総会資料作成を行い、無事総会を終了することが出来ました。このメンバーで4年

間運営を行ってきましたが初代の皆様のご尽力と知恵があったからこそ1 5周年

を迎えることが出来たとl己¥から感謝申し上げます。

私は、その後NPO法人「」lCA帰国専門かながわアソシエイツ」の理事長として途

上国との交流、草の根事業にメンバー全員で頑張っています。過去には、短期専門

家派遣2名。草の根事業への協同事業1件、また、色々の業務を行いたいと思って

いる団体への協議等も含めて協力しています。今年度iよフィジー国のエビ養殖事

業への事業を展開していく計画で専門家が2名派遣されます。今後、我々の事業も

大きく飛躍されると思いますが、 「」 iCA帰国専門家連絡会かながわ」会員の皆様で

海外事業に興味のある方は、我々の法人に入会されて一緒に事業が出来るように

協力と飛躍を期待しています。

」iCA帰国専門家連絡会かながわ　創設1 5周年お祝いの言葉とさせていた

だきます。

人生の転機となったJECKの創立

初代事務局長　谷保茂樹2
」ECK1 5周年おめでとうございます。初代事務局長の谷保で

す。

私にとって、 」ECKとの関わりは、人生の大きな転機を決める

ようなものでした。

2001年8月、私は2年間の予定で赴任していたニカラグアか

ら任期残りわずかの時点で、緊急移送により帰国しました。成田

からは、救急車でそのまま保健医療を生業とする私の仕事関係

上、多くの知人が勤務する国立国際医療センターへ直行です。

人生で初めて生死の境をくぐ」、退院はしたものの、その年の秋は1 5キロ激減

した体重復活と精神面を含むリハビリに費やしました。そんな秋の暮れに、 」ICA横

浜センターから電話がありました。その昔、赴任していたドミニカ共和国の担当者

で当時は横浜センター勤務で、 「地域における市民参加型国際協力」を担当してい

ました。

」 iCA横浜: 「谷保さん、横浜に事務所あるってのは本当?」

私:「横浜のはずれの青葉台というところだけどありますよ。」

」ICA横浜:「明日伺ってよいですか?」私:「良いですよ。」

翌日、 」ICA横浜: 「ちゃんと事務所あるじゃない。」

当時はデスク2つの小さい事務所を青葉台に構えていました。

」iCA横浜:「じゃあ決まった。今度、神奈川l県に専門家連絡会を発足する計画が

あるんだけど谷保さん事務局やって。 」 、私:「えっ。」

これカリECKとのきっかけでした。聞けば各地方の府県には専門家連絡会があ

るか首都圏には立ち上がったことがない、しかし、横浜センター創立を記念して

専門家連絡会を立ち上げたい、首都圏に無い理由の-つとして専門家は偉い?人

が多いのでまとまれない、地方にある専門家会も各」ICA支所におんぶにだっこで

JICAとしては有難迷惑なところもある、神奈川に立ち上げるからには、自立性の

高い専門家会を運営してもらいたい、でした。

私にはピンときました。なんせ私は、業務調整役として、ドミニカ共和国の6年だ

けで、のベ300人以上の専門家をアテンドしました。現役の役人から大学教授、元

大企業のOBから元医学部長、学長まで、中には、途上国はおろか、海外勤務も無

理ではないかという困ったちゃん専門家をお世話しました。そこで白羽の矢が立っ

たのです。

体調が回復しても、緊急移送で罰点が付き、私はそれから2年以上も私が手を

挙げる案件は受注できませんでした。その間、私のぼやきに付き合ってくれた当時

」ECK役員の中之薗さん、物部さん、佐藤さんとは野毛の酒場を深夜まで排循して

よく付き合ってもらいました。それがなければあの時、この国際協力の現場から

外れるかの人生の岐路に居たはずです。

もちろん」ECKで良いことも沢山しました。」lCA横浜に来ている研修員2名の

専門性が高く」iCA横浜では手を焼いていると聞きつけ、ボランティアで世話をす

るという話に、今は」ECK最長老となった菊池さんと、石

井さんが即決で手を挙げてくれました。石井さんには

その後、我が社の社員にまでなっていただき何回もア

フリカ各地へ行ってもらいました。

」ECKには諸先輩もまだまだ多い中、私も昨年還暦

を迎えました。弊社は現在、わずか20名で、技術協力プ

ロジェクト6件と官民連携実証事業4件の他、年平均5

件の国内研修委託を実施しています。再来年のオリン　30年ぶノに再会した

ピックイヤーには創業20周年を迎えますので、まだま　メキシコのアミーゴの

だがんばらなければと現在の任地メキシ

コで考えています。　　　　　　　9

みなさんも、現在でも東京はおろか、

筑波が舌動を停止し、首都圏随鵜の専門

家連絡会の-員として誇りをもって益々

盛況となるようがんばりましょう。 還暦祝い

私が理事長を務め、 」ECKの組織がためをしていた頃の想い出

第2代理事長　菊池正夫3

私は2007年4月に理事長を引き受け、 1期2年理事長を

務めました。その中で特に、想い出深い話を少し、ご紹介しま

す。

当時の役員会の意見として、私に」ECKのまとめ役をして

欲しいとの要請が出されました。そこで私は1つの条件を出

し、了解してもらいました。

それは」ECKの組織と運営のルールを大幅に変えること

でした。

発足当初、 」ECKは、中之薗さんが務めていた代表幹事、谷保さんの事務局長、

そして会計などの業務の責任者である物部さんが務めた幹事等の、少数精鋭主

義で会を運営していたため、特定の役員のみに仕事の負荷が集中して、新しい仕

事に取り組む余裕が全くないという問題が起きておりました。

1.なかのそのけんじ　専門部野上水道計画」lCA任地ケニア、サウジアラビア、ベトナム、インドネシア　2.たにはしげき　株式会社ティーエーネットワーキング代表取締役　専門分野保健医療」ICA

任地:スーダン、エリトリア、ニカラグア」iCA以外の任地ザンビア、モンゴル　3.きくちまきお　専門分野鋳造技術、品質管理、研究開発管理」lCA任国・中国、インドネシア、メキシコ　4うえおかりゆう

たろう　専門分野水産資源開発、水産物加工流通、水産事業経営」lCA任国スリナム、アルジェリア、チュニジア、ドミニカ、マダガスカル」lCA以外の任国マダガスカル、リビヤ、チュニジア、シンガポール

、ケニア、タンザニア、モロッコ、南アフリカ、スペイン、イタリア、タイ、ニュージーランドオーストラリア
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そこで、私が戦後間もなくの混乱期に民間企業の技術部門刊亡しく働く一

方、ボランティアで技術協会を新しく立ち上げ、共同研究や工場見学のルール

作りをした経験を活かして、」ECKに理事長、副理事長、事務局長、約1 0名の理

事、会計や業務の監査を担当する監事で構成する新しい組織を作り、会則を充

実させ、総会の決議に最高の権限を与えると云う新しい制度を導入することに

しました。

また、 」iCA専門家としての活動経験がない人でも、国際協力・支援活動に熱

意を持っている人でさえあれば誰でも会員になることができ、また東京都など

神奈川県以外に在住している人でも参加できるようにルールを定め、会の運

営を出来るだけオープンにするように心掛けました。また、評議員や賛助会員

の制度を定めたのもあの頃でした。

こうして態勢を整備し、大勢の会員が」ECKの活動に直接参加できるように

なった結果、高校や大学への出前授業を立

ち上げ、県の国際課が主催する海外技術

研修員の招聴制度に参加し、また毎年県内

で行われる種々なイベントで、市民や学生

と交流できるようになり、そうして何よりも、

」ECKというこの団体が1与年に亘る会員

の皆さんの努力によって、神奈)i保におけ

る有力な国際協力団体に成長したことを、

Iこ高、ら嬉しく思っております。

」ECKの活動に関わって

第与代理事長　第2代・4代事務局長　桂岡龍太郎4

」iCAを通じての国際協力事業に参加したり、興味を持

つ人達が自己意思に基づき集まってきた本会」ECKも来

年創立1 5周年を迎えることになりました。

事務局長と理事長の席を夫々2期務めさせて頂いた間　/a

に、通信手段としてのファックスがEメールに代わり会員　　/患

m冨菓
相互間の連絡が容易になって来たなかで、社会情勢の変

化や個人情報管理の問題もあり新規会員の勧誘活動が

困難になり会員数は減少を続けてきました。

」iCAの肝入りで発足した会員数1 08名の」ECKは、真意と実情を理解しな

いままに雰囲気として国内に蔓延しかけた国際交流や国際協力の風潮に対し、

」ICA横浜と共に国際協力の意味合いと実態を鵜殿市民に伝えながら、その理

解の促進に努めてきました。 「かながわ国際フェスタ」や「よこはま国際フェス

タ」、 「よこはま国際フォーラム」、 「ほどがや国際フェスタ」などの地域諸行事に

加え、横浜国立大学や関東学院大学、幾つかの高等学校や中学校など国内で

の教育の場で国際協力事業の理解促進のための諸事業に参画し、さらに技術

水準の向上を希望する海外の若者達に神奈川県内で教育の場を準備する努

力をするなど国内外の若人への教育活動を続けてきました。同時に、所属組

織の中では経験できなかった外部活動を見る地域見学の場に会員自身の自己

研鏡の機会を求め、また各道府県の」1CA○○B会などとの交流の場を創設しな

国旗当てゲーム(ほどがや国際協力の集い)

」巨CKデスク待機の思い出

がら、 」ECKの組織を通じて会員の諸

活動の充実を図ってきました。

全ての機会の夫々に会員全員が参

加することは困難でしたが、減少を続

ける会員数を維持しながら会員個人

の身の丈に見合う姿勢で、会員相互の

交流を図ることが出来たのは、自主的

に参加の場を求めた会員諸氏のご協

力のお陰だと感謝する次第です。

第3代事務局長　大久保幸次5

」ICA長期専門家養成コース第1期(1979年)の同　Ⅳl凧

期生中之薗氏との長い付合いで設立当初から」ECK

会員ではありましたが、神奈川県内広域水道企業団定

年退職を機に、週4日の再任用勤務で暇だろうと2代

目菊池理事長や3代目の佐藤理事長に誘われて、事務′ 〈

局長を引き受ける羽目になりました。

当時の思い出の-つは、 JICA横浜3階の」ECKデスクに理事又は評議員が

数名ずつ待機し、会員同士の親睦・情報交換及び一般市民への広報等の場を

設置したことです。 1年目は私の休日に合わせて毎週月曜日の午後、2年目はフ

ルタイムの日本水道協会勤務となったため毎週土曜日の午後に日程が変更さ

れました。 2へ3人ずつの輪番制で、デスクに行けば必ず誰かが集まって来て楽

しい時間が過ごせるようにとの思いでしたがなかなか思うようには集まって

頂けず、事務局の資料やら領収書等の整理をしていたことを思い出します。

日本水道協会の後、横浜ウオーター(株)

に再々就職し現在に至っていますoこの間　∴登で

の海外出張ばアフリカ、東欧、中近東、アジ

ア、北南米と現役時代には想像もできませ

んでしたかこれも」ECK会員の皆様の歳

を重ねるごとに活躍なさっている姿に刺激

されたものと思っております。

平成23年、 24年を顧みて

第4代　理事長　加藤博通6

平成23年3月1 1目、死者行方不明1 8千人、全壊・半

壊建築物40万戸、津波浸水面積与6 1平方キロ、直接被

害総額1 6へ25兆円、世界銀行によれば自然災害による

経済損失額史上一位の「東日本大地震」が発生した。海

外からの支援申し込みは1 42の国と地域、40の国際機

関に上った。

丁度平成23、 24年、理事長に携わり、 」ECKとして復

興に役立つ方法を模索したが、 」ECK会員北島博司氏息

女セシリア亜美北島さんが監督、ミャンマーの民主化運動と、そこから発生し

た在日難民の人達による「東日本大震災」に対処し現地での献身的ボランティ

7活動のドキュメンタリー映画「すぐそこにいた丁OMODACHl」を平成24年1

月、 」ECK創立記念シンポジウムに上映し多くの共感をえた。

事上三∵亭主 驚喜　本作品は第6回UNHCR難民映画

ここ警手祭のオ‾プニング作品として上映も
音　された。

国」際協力は、貧困撲滅、紛争絶滅

を目指すが、相互扶助も大切な目的

卓　であり、異なった国、地域の人たちの

相互理解に」ECKも貢献していきた

いものである。

第6代(201 5年度へ201 7年度)事務局長を顧みて

内倉和雄7
二年間を思い起こすと、あの時は、あの場面ではと、慣

れない業務で会員の皆様にご迷惑をお掛けしたことが

思い出されます。そんなときでも皆様に助けられて大き

な失敗にならず無事過ごしてこられたなと感謝し安堵し　、

ます。

事務局から会員へのメール連絡、これがまたイライラ

するタネになりました。お願いことについて返事が無い

のです。開封したとの返信のお願いも無視され、う」む

ストレスが溜まります。でも、半年位すぎた頃にばアドレス違いで戻ってこな

いから大丈夫と思うようになりました(しました) 。

関東学院大学からの受託授業「国

際協力の現場」のまとめ役を引き受

けました。日程、担当者の割り振りな

ど調整が大変ですが、大学勤務時を

思い出し、楽しく進めています。ストレ

ス発散です。

事務局長であったこの二年間は

いろいろありました。忙しい思いもし

ゆり(こんな雰囲気でいたい)　　　ました力や、全体としては、楽しく過ごせ

たと感じています。現在は副理事長をさせて頂いておりますのでこの程度に致

します。

5おおくぼたくじ　専門分野上水道計画、設計」lCA任国:ケニア、ベトナム、ナイジェリア、パキスタン、ラオス」lCA以外の任地マレーシア、米国、コロンビア、アルバニア、台湾、サウジアラビア, 6.かと

うひろみち　専門分野中小企業振興、財務管理」ICA任国:パキスタン、ベトナム、モンゴル、中国、アルゼンチン、マレーシア、カザフスタン」lCA以外の任国ペルー、メキシコ、米国、ハンガリー　7うちく

らかずお　専門分野医薬品検査、環境評価」iCA任国中国
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先進国はいうに及ばず、発展途上国においてもその産業・経済を支
えているのは中小企業であり、又そのうち零細企業が占める割合は圧

倒的に高い。
発展途上国の貧困撲滅、格差是正は容易なことではないがそのた
めには経済発展、所得増加、教育水準の向上等が重要な手段となる。
」iCAも我国の戦後の復興、世界第3位の経済大国を実現させた官

民一体となった構造改革、成長政策実施の経験、ノウハウを今後の発
展途上国における中小企業振興の-助とすべく支援活動を行ってい
る。

その一端として筆者も1 998年以降、モンゴル、中国、ベトナム、パキ

スタン、マレーシア、アルゼンチン、カザフスタン諸国の中小企業経営

者に対して管理会計を中心として経営改善の技術移転を図ってきた。
企業を取巻く環境は日々刻々変化し、それに対応し企業の存立を図
ることは中小企業のみならず全ての企業においても容易なことでは
ない。筆者が従事したこれまでのセミナー等で現地経営者から問われ
た様々な経営上の悩みのうち次の4間は共通した切実な問題である。

第1は従業員対策であり、 「良い従業員は辞めてゆき、辞めさせたい
従業員は辞めない。どうすればよいのか」。
第2は金融問題、 「銀行は必要な時には資金を貸してくれず、不要な
時に貸したがる。」
第3は後継者問題、 「そろそろ自分は社長を息子に譲り引退したいの
だが息子は全く引継ぐ意思がなく、自分の将来は自分で決めると、
どうすればよいのだろう。」

第4はどこにおいても、相当お互い気l己¥かしれ本音の話合いができ
るようになると尋ねられることだが「美甘賄賂’には困っている。日

本ではこんなものはないのでしょうが、なんとかならないものか。」
これらの質問への対処、回答は容易なものではないが、日常経営に
おいて切実な問題に違いなく次のような応答を行った。

第1の従業員対策については、先ず企業と従業員の間には普段から
お互いに信頼感を醸成・共有することが大切であり、さらに従業員一

人々々に何らかの「モチベーション」 (動機付)を持たせることが重要で
ある。

聖書にも「人はパンのみにて生きるにあらず」と説かれているが、従

業員も給与が高ければそれで満足というものではない。〇人一人の
能力を自発的に発揮させる環境をつくり、常に何らかの「モチベーショ
ン」を持ち、生産性向上に資する従業員を育成することが大切である。

又、辞めさせたい従業
員にたいしては、その「辞
めさせたい理由」を明確に

把握し、それを「記録」し、
本人とその事象について
十分に話し合い、 「改善」の
可能性について冷静に対
処することが対策の-つ
である。

第2の「銀行は必要な時
には資金を貸してくれず、、
不要な時に貸したがる。 」　　　オンカティーポVHB社(アルゼンチン)
音　これは昔から-般社会通念としていわれることであるが、企業経営上

牒莞諜藷詩誌緒論馨欝豊吉
l　ぁる。

音　　資金不要の時でも、自社の現状、置かれたビジネス環境、将来の経

営計画等真撃な対話を通じ「自社を良く理解してもらっていること」が
資金必要時、その事情と事業見通し、返済計画を「記録」に基づく資料
により提供し、信頼を得られ資金需要に応えられることにつながる。

(-股に資金を借りたいときには金融市場も逼迫しており、借入不要の
時には金余り市場である。 )

第3　後継者問題は事
業を継承させたい身内
の者が自分の道を選び、

戻ってこない場合の問
題である。
カラチ(パキスタン)

のセミナー懇親会の席
で、このセミナー受講者
で中小企業経営者の〇

人が「加藤さん、私は将
来のために息子を
ニューヨークに留学さ

せ、そろそろ社長職を息
子に譲り引退しようと思っていたのですが、息子はニューヨークでビジ
ネより音楽の道に興味を持ち、社長を継ぐ気はなく、パキスタンに戻ら
ず、このまま米国に住むといいます。-体どうしたらよいでしょう?」と

質問を受けた。
「それでは、社長あなたの右腕ともいうべき専務さんに譲っては如
何ですか?」と答えると「それはだめです。彼は生産のことは問題ありま
せんが取引先については全くわからぬ人です。営業は全て私がやっ
ているからです。」「それには、専務さんに取引記録等をもとに取引先
との関係を十分に理解させて紹介し、先方との了解を得たら如何です
か?」 「いや、取引先記録なんてありませんよ。どんな些細なことも全部

私の頭と胸の内にあり、これを渡すのは至難の業です。」
とこれでは困るのであって、継承者が誰であろうと適切な関係「記

録」があってこそスムースな経営、事業継承ができるのであり、 「記録」
がなく、 「記憶」にだけ頼るというのは最も問題である。

第4　賄賂もあってはならないが解決困難な問題である。贈賄、収賄
行為はその地域、歴史、社会の成り立ちとも深くかかわっている。しか
し公正な競争・手続きによらず、金品贈答により便宜を計らせることは

最も卑しむべき行為である。この大切な社会通念を躾として身に着け
させることは子供の頃からの家庭と学校による教育の役割である。加
えて贈収賄を防止する手段の-つとして詳認可行政の構造を工夫す
ることも大切であり、その-つに行政に「ONE STOP SHOP」の導入

がある。許認可窓口が多ければ多いほど贈収賄の機会が増加する。許
認可行政はできる限り簡素化を図り、-つの窓口で済むように改革す
ることを勧める。
」ECKは2009年から3年間横浜国大、 201 5年から今日まで関東学

院大学の経済学部で「国際協力の実際」について講義をさせて頂いて
いる。発展途上国の企業経営改善の講義後コメントに非割こ大勢の

諜謀計　吊
両親がいつも困って
いる問題で非常に有

効な指針になるとの
共感を得た。実際企
業経営において洋の
東西を問わず直面す
る問題の共通性を実
感し、今後の経営改
善にも役立てて行き
たい。

【編集後甜夏季シンポジュウムでは、教育、 ODA、グローバル化が論じられたかこの熱気を記事から感じていただければ幸いである。
来年が」ECK創立1与周年になるので、 -足早く歴代理事長、事務局長の回顧録を特集した。公的な業務の記述ではない、想い出、エピソードをお願いした。

理事長からは優等生的な原稿を頂いたが事務局長からは、本音の苦労話を頂き興味深い。
加藤さんの寄稿からは、経営者の持つ4つの悩みのうち少なくとも3つまでは、日本も開発途上国も同じと共感してしまった。
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